

















前立腺酸性フォスファターゼ (PAP)，前立腺特異抗原 (PSA)や α2-seminoεlycoprotein(α2-SGP) 
が明性生照器系組織以外においても検出されたという報告がある。一方，それらと血液型抗原の組織内分
布の関連を検討した研究はみあたらない。そこで上記各種精液抗原の組織特異性の再評価と血液型抗原
分布との関連を検討するために モノクローナル抗体を用いて免疫組織化学的に検討した。
【対象】部検例の前立腺と精嚢33例および女性泌尿生殖器系組織22例.並びに男性および女性各3例の他
の諸臓器を検査対象とした。
【h
ノルレオキシダ-ゼ法により免疫染色を施した。一次抗体として.抗A，抗B，抗H，抗PAPおよび抗PSA並
びに抗α2-SGP抗体を使用した。
【結果】前立腺酸性フォスファターゼは前立腺で強く脳性.男性の尿道では一部陽性，また女性の努尿道
腺にも一部の例に陽性所見がみられた。前立腺特異抗原は前立腺と男性の尿道 α2-SGPは精嚢と射精
管のみに検出された。血液型AおよびB抗原の泌尿生殖器系における分布は個体差が著明で，精嚢と射精
管における分泌・非分泌穿!依存性のABH血液型抗原と α2-SGPの分布には明らかな関連が認められた。
【考察】以上の結果は PSAとα2-SGPは使用抗体を選べば精液検査のための優れたマーカーであるこ
と.少なくとも精嚢および射精管上皮におけるa2-SGPの分布と分泌・非分泌型依存性のABH血液型
抗原との関連性および前立腺組織との相違を明確に示している。またそのことは精液IfIの分泌・非分泌
型依存性の血液型抗原の主たるものがα2-SGPに担われていることを示峻してL喝。
論文審査の結果の要旨
法医実務上，精液証明のための免疫血清学的検査の指標となりうる物質として本体が明らかにされてい
るものには.前立腺際性フォスファターゼ (PAP)，前立腺特異抗原 (PSA)やα2-seminoεlycoprotcin
〈α2-SGP)がある。また α2-SGPは精液に特異的なABO式血液型物質と考えられている。しかし
ながら.それらが完全に精液特異的であるかどうかに関してはまだ検討を要する点が残されており，各抗
原と血液型抗原の分布の関連性についての研究は行われていなかった。本研究は:上記精液特異抗原の組
織特異性の再評価とそれらと血液型抗原との関連をみるためにモノクローナル抗体を用いて免疫組織化
学的に検討したものである。
研究対象は，解音IJ時iこ病理組織学的検査用に採取して保存されていたヒト組織で，乳幼児から高齢者を
含む男性33例の前立腺および精嚢女性22例の尿道と周囲組織および腔並びに男女各3例の他の諸臓器
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である。各組織をホルマリン固定・バラフィン包埋後，連続切片を作製して各種抗体を用いてストレプト
アビジン・ペルオシキダーゼ法による免疫染色を施した。使用されたモノクローナル抗体は，血液型判定
用抗A，抗B，免疫染色用抗H，抗PAPおよび抗PSA並びに作製者からJ恵与された抗α2-SGP抗体であ
る。
その結果，各種精液特異抗原のうち PAPは前立腺と男性の尿道に陽性で，女性の芳尿道腺〈いわゆる
“女性前立腺")にも一部の例ではあるが陽性所見が認められた。一方， PSA は前立腺と男性の尿道，
α2-SGP は精嚢と射精管のみに検出され，他の諸臓器における存在は証明されなかった。血液型抗原で
は，泌尿生殖器系組織におけるAおよびB抗原の分布には著明な個体差がみられたが，精嚢と射精管にお
ける分泌・非分泌型依存性のABH抗原の分布にはα2-SGPのそれと明らかな関連が認められている。
以上の結果から.特iこPSAとα2-SGPは精液検査のための優れたマーカーであること，精嚢および射
精管上皮におけるα2-SGPの分布と分泌・非分泌型依存性のABH血液型抗原との関連性および|可血液
型抗原の主たるものがα2-SGPに担ーわれていることが示唆された。本研究の成果は，精液検査の信頼性
に関する法医実務上有用な一知見を提供したものと評価されるO よって著者は博士(医学〉の学位を授与
するに値するものと判定された。
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